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Ⅰ	 はじめに
周知のように，新古典派効用理論は，消費者の
効用は消費者が消費する財・サービスから直接獲
得されると想定し，消費者は所与の制約の下で効
用を最大化するという，消費者理論を展開した．
しかし，Lancaster （1966, 1966 （1970）， 1969）は，
消費者が獲得する効用は財・サービスの消費から
直接得られるのではなく，むしろ財・サービス
がもっている特性あるいは属性（characteristics）
から得られると主張し，いわゆる属性アプローチ
を展開した1）．この Lancaster の属性アプローチ
により，われわれは消費者の消費に関する分析を
より厳密に行なうことが可能になった．特に，現
在さまざまな財・サービスで行われている，いわ
ゆる製品差別化―垂直的差別化と水平的差別
化―の明確な分析・理解が可能になった．
しかしながら、Akerlof and Kranton （2010，邦
訳 2011）は，これら 2 つのモデルではアイデン
ティティ自体が効用を持ち，それが消費者の効用
に影響することがまったく想定されていなかった
ことを指摘し，経済学においてアイデンティティ
を考慮することが必要である，と主張した．
また，Akerlof and Kranton（前掲）によれば，
アイデンティティはさまざまなアイデンティティ
を考えることが可能であり，したがって，さまざ
まな問題の分析に適用可能である．それは，人々
地域発展の手段としての観光アイデンティティ効用
Tourism Identity as a Means of Regional Development
＊小　沢　健　市＊
OZAWA, Kenichi
Abstract: Traditional utility theory assumes that the quantity of goods and services consumed 
by the consumers directly affects their utility. Furthermore, Lancaster (1966) argued that con-
sumers’ utility is influenced by the characteristics rather than the consumption of goods and 
services. However, in both traditional consumer theory and Lancaster’s model, identity is not 
shown to affect the utility of the consumers.
　Therefore, the purpose of this paper is to demonstrate that tourism can be a means for the 
revitalization and development of regions, if identity utility in tourism can create externalities. 
Our conclusion is that the externality in tourism as a means for the revitalization and develop-
ment of the region must be a network externality.
Key words: 観光アイデンティティ効用（tourism identity utility），地域発展の手段としての
外部性（externality as a means of regional development），ネットワーク外部性
（network externality），バンドワゴン効果（bandwagon effects）
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
＊帝京大学経済学部・教授
pp. 72-77.
論　　文
—　　—73
立教大学観光学部紀要　第18 号 2016年 3 月立 教 大 学 観 光 学 部 紀 要 第 18 号 2016年 3 月
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.18 March 2016
が観光に関するアイデンティティや規範を持つと
考えることが可能であるということ，またアイデ
ンティティは，個々人の嗜好を左右するという意
味において，効用を持つことをも意味している．
ある地域や地域コミュニティにおけるある個人
の観光に関するアイデンティティ効用が当該地域
における他の個々人の観光に関するアイデンティ
ティ効用に何らかの影響―外部性―を及ぼ
し，その影響がプラスのあるいは正の影響である
ならば，そのとき個々人の観光に関するアイデン
ティティ効用の集計としての当該地域の観光に関
するアイデンティティ，換言すれば，観光に関す
る態度・考え方や価値観はプラスの価値観―
それをここでは観光文化と定義する―を意味
し，観光に関する地域の人々の望ましい文化は，
潜在的ツーリスト（以下ではツーリストと観光者
を同等に扱う）にとって当該地域へ訪問しやすい
環境を提供し，それはさらに潜在的ツーリストの
観光に対する心理的コストを引き下げ，したがっ
て，当該地域への観光需要が増加―ネット
ワーク外部性の発生―することを，先行研究
の成果等に基づき論理的に説明し，地域の観光に
関するアイデンティティ効用から生じる潜在的観
光者に及ぼす外部性が地域社会の活性化や発展の
ための手段となりうることを，モデルのフレーム
ワークを提示しながら明らかにすることが本稿の
目的である．
Ⅱ	 観光アイデンティティ効用と外部性
Akerlof and Krantonは，次のように述べている．
「本書は，経済学にアイデンティティとそれ
に関連した規範を導入する．経済学の分野
は，もはや消費と所得の問題だけに限られる
ものではない．経済学者は今日，経済以外
の多種多様な動機についても考える．しか
し，アイデンティティ経済学は新しいものを
持ち込もうとしている．あらゆる社会的文脈
において，人々は自分が何者であるかという
イメージを持っていて，それは自分や他人が
どうふるまうべきかという信念と関連してい
る．こうした考えは，経済の動きで重要な役
割を果たす．」 （2010，p. 4，邦訳 2011，p. 5.）
さらに続けて，彼らは，次のようにも述べて
いる．
「本書は，嗜好が社会的文脈によって変化す
るという経済学を構築する．嗜好の表現にア
イデンティティと規範という新しいものを持
ち込む．……ミカンやバナナに対するありふ
れた嗜好は，一般に個人の属性だと見なされ
ている．これとは対照的に，アイデンティ
ティと規範は，社会的環境から生じる．すな
わち，アイデンティティと規範を結合するこ
とは，社会的文脈が問題となる意思決定の理
論を生み出すのである．」
 （前掲 p. 6，邦訳 p. 8.）
Akerlof and Kranton による上の指摘は，経済
学においてアイデンティティが重要な役割を果た
し，個々人のアイデンティティの違いや社会的文
脈により同じ財・サービスを消費しても，それか
ら得られる効用が異なることを意味しているも
の，と理解することができる．すなわち，アイデ
ンティティ自体が効用を持つということである．
仮にアイデンティティ自体が効用を持つとす
るならば，個々人は，それぞれが観光に関する
アイデンティティ効用を持つと想定することが
可能である．さらに，アイデンティティ効用
は，Akerlof and Kranton （pp. 123–124，邦訳書
pp. 174–176.）が指摘しているように，経済学で
はすでに周知の概念であるが，外部性（externali-
ties）を多くの人々に及ぼす．彼らは，次のように
述べている．
「人々の行動は，しばしば他の人々の厚生に
影響を及ぼす．経済学者や政策立案者は，
我々が外部性と呼ぶものを著しく重視してい
る．……我々はアイデンティティ効用から生
じる外部性に関心を持つべきである．外部性
には，負の外部性も正の外部性もあり得る .」
（p. 123，邦訳 p. 174.）
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われわれは，ある地域におけるある個人の観光
に関するアイデンティティ，すなわち観光に関す
る個人の規範や価値観が他の人々の観光に関する
アイデンティティ効用に影響を及ぼすと想定する
ことができる．仮にある個人の観光に関するアイ
デンティティ効用が他の個々人のそれに正の外部
性を及ぼすならば，当該地域社会の個人の観光に
関するアイデンティティ効用の集計としての当該
地域の社会的な観光に関するアイデンティティ効
用もまた観光に関する望ましい規範や価値観を持
つといってよいであろう．すなわち，ある個人
（ i）の観光に関するアイデンティティ効用（Uit）
とするならば，当該個人の効用関数（Ui）は
　Ui ＝ Uxj + Uit  ……………………………（1）
と書くことができる．ここで，x は個人 i が消費
する財・サービス（ j ＝ 1, … n）を表している．
つまり個人 i の効用（1）式は，財・サービスの
消費と観光に関する彼のアイデンティティ効用の
和として捉えることができるということを意味し
ている．
ある地域社会や地域コミュニティのある個人が
観光に関するアイデンティティを持つとするなら
ば，その社会や地域コミュニティの社会的アイデ
ンティティは，個人の観光に関するアイデンティ
ティの集合と見なすことができるであろう．すな
わち，社会的な観光に関するアイデンティティ効
用を個々人の観光に関するアイデンティティ効用
の集計として捉えることができる．
もちろん，地域社会や地域コミュニティのなか
には，観光を好ましいとは思っていない個々人も
存在するであろう．すなわち観光に関するアイデ
ンティティ効用がマイナスになっている人々で
ある．
しかしながら，Akerlof and Kranton （2000, 
2010）が指摘しているように，アインデンティ
ティ効用に外部性が存在するならば，換言すれ
ば，観光に関してプラスの評価ないしは考え方を
持っている人々の効用がマイナスの人々の効用よ
りも大きいことを知るならば，観光に関するアイ
デンティティ効用がマイナスの人々もまた，観光
に関する考え方を変えた方が彼らの効用が高まる
ことに気付くであろう．これは，観光に関するア
イデンティティ効用が他の個々人の観光に関する
アイデンティティにプラスの外部性を及ぼすこと
を意味し，プラスの外部性は個々人の効用を増加
させるからである．
その結果，観光は望ましいものとの見方や考え
方が優勢となり，地域や地域コミュニティの観光
に関するアイデンティティ効用はプラスの効用へ
と変化していくと期待できるであろう．すなわ
ち，個人 i 以外の他の個人の観光に関するアイデ
ンティティ効用（Ukt）は，個人 i の観光に関す
るアイデンティティ効用に依存する．
　Uk ＝ （Ukj） + （Ukt, Uit）  …………………（2）
（2）式は，個人 k の効用は彼自身が消費する私的
財・サービスと彼自身の観光に関するアイデン
ティティ効用と他の個人 i の観光に関するアイデ
ンティティ効用に依存することを意味している．
そして個人 i の観光に関するアイデンティティ効
用がプラスであるならば，他の個人 k の観光に関
するアイデンティティ効用は増加するであろうか
ら，個人 k の効用もまた増加する．したがって，
当該地域や地域コミュニティの観光に関するアイ
デンティティ効用は，全体としてはプラスになる
であろう．これは，ある地域の観光に関する考え
方が積極的に観光を促進しようとすることを意味
している．換言すれば，当該地域の多くの人々が
観光を望ましいものとして捉え，域内の多くの
人々がよそ者としての観光者を温かく迎えようと
する意思があるということを意味している．この
地域は，いわゆる観光に関するホスピタリティが
豊かな地域であることを意味している．
地域社会の観光に関するアイデンティティ，す
なわち観光に関する地域社会の望ましい考え方や
価値観は，観光者，特にはじめて訪問する観光者
にとっては観光費用の一部としての心理的費用が
低下することを意味している．観光費用の低下は
観光者にとっての旅行・観光財・サービスの価格
の実質的な低下を意味し，したがって、それは観
光者を誘引し誘致するためのインセンティヴとし
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て機能すると考えられる．
Ⅲ	 観光者間における外部性
ところで，観光地域への観光者の来訪の費用と
なる地域住民の観光に関するアイデンティティ
がプラスであるならば，潜在的観光者の当該地
域への心理的費用の低下―旅行や滞在価格の
低下―につながり，したがって，観光者の来
訪が期待される．しかし，問題はむしろ当該地域
を訪れた観光者の当該地域に対する「感想や想い
で」といった要因がプラスなのかそれともゼロな
のか，あるいはまたマイナスなのかという点であ
る．というのは，当該地域への観光を経験した
人々が当該地域に関して持っている感想や思い出
がプラスであるならば，それは，観光経験者が他
の潜在的ツーリストに当該地域に対するプラスの
効用を与えると考えられるからである．換言すれ
ば，それは，ある地域への観光経験者の当該地域
への観光経験が潜在的ツーリストに望ましいイ
メージを抱かせ，それはさらに潜在的ツーリスト
の当該地域への訪問に対する大きなインセンティ
ヴを提供し，当該地域へのツーリストの訪問需要
を増加させると期待されるからである．
そしてこの連鎖が続くならば，ある地域への観
光経験者の増加は，より多くの潜在的ツーリスト
に当該観光地に対してプラスのイメージを持たせ
ることに繋がるであろう．これは，正に観光にお
けるネットワーク外部性あるいはバンドワゴン
効果（network externality or bandwagon effects）
が生ずるであろうことを意味している2,3）．
ある観光目的地がネットワーク外部性やバンド
ワゴン効果を持つならば，当該観光目的地を訪れ
るツーリストの数はいっそう増加し，ツーリスト
の増加は当該観光地の活性化や発展に寄与するで
あろう．
これは，観光におけるネットワーク外部性が生
じるかあるいはバンドワゴン効果が発生するか
が，観光が当該観光地の活性化や発展にとっての
手段たり得るかどうかを左右することを意味して
いる．
観光におけるネットワーク外部性あるいはバ
ンドワゴン効果が生じるか否かは，観光におけ
る地域のアイデンティティ効用―当該地域住
民の観光文化―がプラスの効用を持ち，それ
が契機となり，潜在的ツーリストの当該地域訪問
のための心理的費用を低下させ，さらにそれがイ
ンセンティヴとなり，ツーリストをいっそう増加
させ，当該地域への観光経験者の増加は，さらに
彼らの当該地域への望ましい観光経験の家族や友
人への経験談やネットを通じた情報発信が潜在的
ツーリストに対するインセンティヴとなり，ます
ます多くのツーリストの誘致に繋がるという，い
わば観光における外部性が生じるか否かに依存し
ているということである．
われわれが描いた観光におけるアイデンティ
ティ効用に基づくストーリーは，2 つの外部性の
存在に依存しているということである．第一に，
ある地域の観光に関する個人のアイデンティティ
効用がプラスの効用を持ち，それが当該地域の
人々に観光のアイデンティティ効用に影響を及ぼ
し（観光アイデンティティ効用の外部性），それ
が観光の地域アイデンティティ，換言すれば，観
光にとって望ましい観光文化を生じさせ4），それ
が潜在的ツーリストに当該地域訪問の心理的費用
の低下をもたらし，費用の低下はツーリストの増
加―観光需要の拡大―をもたらし，観光経
験者の観光体験話やネットを通じた情報発信が潜
在的ツーリストに影響を及ぼし，それが契機とな
り，外部性はいっそう拡大し，ツーリストをいっ
そう増加させるというものである．その際に重要
な役割を演じるのがネットワーク外部性・バンド
ワゴン効果であり，その結果として，観光が地域
活性化や発展の有効な手段となるということであ
る5）．これがわれわれのモデルの枠組みないしわ
れわれが提示したモデルのストーリーである．
したがって，観光が地域や地域コミュニティの
活性化や発展のための有効な手段となりえるため
には，観光が単に外部性を生じさせるということ
では不十分であり，観光がネットワーク外部性や
バンドワゴン効果を生じさせることが不可決であ
るということを意味している6）．
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Ⅳ	 結論的覚書
ある地域内のある個人の観光におけるアイデ
ンティティ効用がプラスであり，Alerlof and 
Kranton （2000, 2010）が指摘したように、アイデ
ンティティが外部性を生じさせるならば，当該地
域住民の観光に関するアイデンティティ効用もま
たプラスになり，それが他者としてのツーリスト
の観光に対する心理的費用を低下させ，したがっ
て，当該地域に対する観光需要は増加すると期待
されるというのが，われわれが示した理論モデル
の帰結である．
しかしながら，観光が当該地域の活性化や発展
に寄与するためには，観光が単にプラスの外部性
を生じさせるのみならず，当該地域を訪問した
ツーリストが発信する当該地域の観光に関する感
想や想いでといった当該観光地に関わる情報が重
要であること，そして彼らの情報発信が他の潜在
的ツーリストに当該地域への訪問インセンティヴ
を提供し，彼らの訪問がさらに他の潜在的ツーリ
ストの訪問インセンティヴとなり，当該地域に対
する観光需要の増加に繋がるという，いわゆる
ネットワーク外部性が生じることが必要である．
このネットワーク外部性が観光において生じるな
らば，観光は地域の活性化や発展の有効な手段と
なりうる．
しかしながら，ネットワーク外部性が生じ，そ
れによって，当該地域へのツーリストが大幅に増
加し，地域にとって望ましい効果が生じるとして
も，結果として，ツーリストの増加が混雑現象や
地域の観光サービスの質の低下を生じさせるなら
ば，バンドワゴン効果の逆であるスノッブ効果が
生じ，当該観光地は衰退するであろう．観光にお
けるネットワーク外部性を持続させることが地域
の重要かつ克服すべき課題であると言っても過言
ではない．これは，また観光地計画やまちづくり
等に当たって，政策立案者や行政が留意すべき点
でもある．
付　　記
2016 年 3 月に立教大学観光学部・大学院観光学研究科を
ご退職なされる稲垣　勉　先生と筆者のお付き合いは，観
光を研究する学会としてはわが国で最初に設立された学会
である『日本観光学会』での出会いにまで遡る．当時は，
稲垣先生も私もまだ 30 代であったと記憶している．それ
から 30 年余のときが流れ，稲垣先生がご退職のときを迎
えられたことは，誠に感慨深いものがある．
筆者が立教大学観光学部に赴任し，教育研究に従事して
からすでに 18 年の歳月が流れようとしている．この間，私
は稲垣勉先生からさまざまなことを学んだが，それは，稲
垣先生のお人柄によるものであると確信している．先生は、
温厚で親切なご性格の持ち主で，分け隔てなく気楽に誰と
でもお話ができるご性格の持ち主である．また，研究に対
する態度は真摯であり，探究心旺盛な正に研究者である．
私自身立教大学在任中そして退職後も含めて，観光に関し
て様々なことを稲垣先生から教えられる日々であった．
先生のお人柄から推察すれば，定年後も旺盛な研究心を
持ち続けるであろうことは間違いない．今後とも，ご健康
に留意され，研究することの楽しさを後輩や学生諸君にお
話いただき，観光研究の発展にご尽力していただければ，
幸いである．
ご退職，おめでとうございます．
注
 1） Lancaster （1969）は，属性アプローチについて，次の
ように指摘している．「財は，それらが有している特性
あるいは属性のために，消費者にとっての関心事であ
る．消費者に影響を及ぼすのは，財それ自体よりもむ
しろ，属性である．」（1969，p. 184.）
 2） Network externality とは，ある財・サービスに対す
るある個人の効用がその財・サービスを消費する他
の人々の数に依存する場合をいい，特に，正のネット
ワーク外部性とはその効用ないし便益が他の消費者の
増加関数である場合に存在し，負のネットワーク外部
性はその効用ないし便益が他の消費者の減少関数であ
る場合に存在するという（例えば，D. Besanko, et al 
を参照）．
 3） Bandwagon effects とは， Leibenstein （1950）によれ
ば，ある財・サービスに対する選好がそれらを購入す
る人々の数が増加するときに増加する場合を指して
いる．
  　また，network externality と bandwagon effects は，
同様の内容を意味していると考えることができるとい
う点に，注意すべきである．ネットワーク外部性及び
バンドワゴン効果，そしてヴェブレン効果についての
詳細な説明は，例えば，衣田 （2001），第 6 章及び第 7
章を参照のこと．
 4） 文化が外部性を生じさせることは，文化経済学の第一
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人者である Throsby 教授（2001，邦訳 2002 年）によっ
て指摘されている．
 5） しかし，注意すべき点が 1 点存在する．それは，負の
ネットワーク外部性が存在するかもしれないというこ
とである．例えば，ツーリストの増加は，観光目的地
や地域にとってはその活性化や発展のために望ましい
ものであっても，ツーリストにとっては混雑現象やそ
こで提供されるサービスの質の低下が生じるかもしれ
ないということである．そのような場合には，ツーリ
ストにとっては居心地の良い地域や地域コミュニティ
とはならず，したがって，当該観光目的地には負の
ネットワーク外部性あるいはスノッブ効果が生じるか
もしれない．スノッブ効果 （snob effects） については，
例えば，Leibenstein （1950）および衣田 （2001）を参
照のこと．
 6） 観光が外部性をもつ証拠の一つとしては，近年の中国
からの日本への訪問者の急増であり，それは network 
externality あるいは bandwagon effects の現われと考
えてよいかもしれない．
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